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夜の気温の変動と放射冷却 
慶應義塾高等学校３年 

選択地学Ⅱ（気象）履修  S.O  S.N 

 

概要  

 放射冷却とは、夜になって地面の熱が上空へ逃げて、冷たい地面に接している空気が冷

やされることを言う。放射冷却は、地球が放射をしているため、日射がない夜間に地面の

温度が急激に冷えるために起こる。また、放射冷却はよく晴れた風の弱い夜に強まる。こ

の研究では、実際に夜間の気象観測を行い、この現象を検証した。しかし、この日は顕著

な放射冷却は起こっていなかった。そこで、なぜこの日に放射冷却が弱かったのか、この

日の気象条件はどういうものであったのかを考えた。その結果、この日は曇りがちで風が

やや強く、放射冷却が起こりにくい気象条件であったということがわかった。 

 

目的  

日の入り前から日の出後までの気温・相対湿度・気圧・地表面温度・風速・空の様子を

観測して、放射冷却について検証する。 

 

観測方法  

12 月 21 日の午後４時から 22 日の午前７時までの間、高校の校舎の屋上（日吉）で観

測を行なった。ＬａｂＰｒｏで気温・相対湿度・気圧を、放射温度計で地表面温度を、風

速計で風速を、視認で空の様子を１時間ごとに観測した。 

 

観測結果と考察  

 観測時の状況を表 1 に日吉における観測結果を図 1～図 3 に示した．また、観測時の横

浜気象台の観測結果を図４～図 6 に示した． 

 
表 1．空の様子の概要 

時間帯 空の状況 

１６～２０時 上空は薄い雲に覆われていた。 

２１～２４時 雲の切れ目が目立つようになった。 

１～３時 雲は見られず、星空を見ることができた。 

４～７時 雲に覆われだした。 
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図１ 日吉の気温と日吉の相対湿度（2004 年 12 月 21 日） 
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図 2 日吉の風速と地表面温度 
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図 3 日吉の気圧（2004 年 12 月 21 日） 
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図 4. 横浜の気温と相対湿度 
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図 5 横浜と日吉の気圧 
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図 6 横浜の風速と風向 
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まず、日吉の気温（図 1）については、21 日の午後４時から６時まで気温が少し上昇し

ている他は、図 3 に示した横浜の気温とよく一致している。観測開始から気温は徐々に下

がっていき、午前３時ごろ最低となり、最後は少し上昇している。この変動の仕方から考

えると、強い放射冷却は起こっていなかったのではないかと考えられる。 

 次に、日吉の相対湿度（図 1）については、横浜（図 3）と同様にそれぞれの気温のグラ

フと反対に、時間とともに上昇している。それは、気温が下がったことでその空気の飽和

水蒸気量が減ることで、水蒸気の量はさほど変わらずとも気温の低下が相対湿度を上昇さ

せたのではないかと考えられる。そこで、気温と相対湿度から水蒸気量を求めた。その結

果を図 7 に示した。これを見ると、日吉、横浜とも、水蒸気量には多少の変化はあるもの

の大きな変動は見られない。湿潤な空気と乾燥した空気では温度変化の変化の大きさに違

いが出る可能性はあるが、この点については考慮しなくてもよいと思われるので、湿度が

放射冷却に影響を与えたとは考えられない。 
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図 7. 日吉と横浜の水蒸気量 

 

 風速については、図 2 と図 6 で傾向が異なっている。これは、観測方法に問題があった

と思われる。今回の観測では、観測時間になったら屋上に出て観測をし、風速は短い観測

時間に自分たちで風向を悟り、そして１番強そうな値をその時間のデータとした。そのた

め、あまり正確ではないと思われる。また、横浜の観測所と日吉の校舎の屋上では場所が

異なるため、風向・風速については傾向が違うのが普通であると思われる。横浜の観測所

の結果を見ると、風はやや強めである。また、私たちが観測したときにも風が強く感じら

れた。このことから風の強さという点においても、この日の状況は放射冷却が強まる条件

に適していなかったと考えられる。 

 日吉の気圧を図 3 に示し、横浜との比較を図 5 に示した．両地点で似た変動をしている。 

地表面温度（図 2）は図 1 に示した気温の変化と似ており、午前４時ごろから上昇傾向

を見せている。放射冷却で地表近くの空気の温度がよく冷えるのは、地面の温度が下がる

ことが大事である。この変化を見ても顕著な放射冷却は起きていなかったと考えられる。

風速が極大を示した 23 時に気温が下がっているのは風の影響と考えられる。 

最後に、空の様子であるが、観測開始からうす雲に覆われ、明け方にもまた曇っている。

一時晴れたので放射冷却が強まるのではないかと思われたが、夜のうち大半が曇っていた

ためそれほど強くならなかったのではないかと考えられる。それでは、なぜ、夜中に気温
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が下がったのかということを考える。図 8 の天気図を見ると、この日は弱い西高東低の気

圧配置であり、寒気が入りやすい状態であったと考えられる。また、ここには示していな

いが、横浜の風向の観測データを見ると北風が中心であった。そのため、冷え込んだと感

じたのは、北風により寒気が流入したためであると考えられる。 

 

 
図８ 12 月 21 日 21 時の天気図（気象庁提供） 

 

結論  

 この観測した日は顕著な放射冷却は起こっていなかった。その原因は、寒気が南下して

きていたからである。上空に寒気が流入すると、大気は不安定になる。そのため、曇りの

時間が長く風が強まり、放射冷却には悪条件であったと考える。しかし、そんなに珍しい

天気でもないのに起きなかったことから、放射冷却の現象はデリケートであって、その現

象が強まっている様子をデータで顕著に見るのは簡単ではないのではないかと考えるに至

った。 
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